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㈲
広
報
委
員
会
は
十
月
五
日

国
指
導
委
員
会

出
席
。

加
入
を
紹
介
し
ま
し
た
が
あ
ら

務
局
長
に
御
願
し
て
議
事
に
は

辞
に
つ
づ
き
日
比
野
理
事
長
の

板
学
の
創
立
祝
賀
に
出
席
し
ま

代
議
員
総
会
に
日
比
野
理
事
長

長
に
選
出
し
ま
し
た
。

識
事
Ｈ
理
事
長
報
告

長
に
細
部
に
つ
い
て
は
鈴
木
享

挨
拶
が
あ
り
理
事
長
さ
ん
を
識

り
常
務
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し

し
た
。

屋
市
中
村
区
よ
り
十
六
名
の
新

た
。
樽
井
副
理
事
長
の
開
会
の

た
め
て
中
村
支
部
結
成
準
備
会

に
て
行
な
わ
れ
た
訓
練
校
及
び

に
出
席
し
奥
井
信
一
氏
を
支
部

い
り
ま
し
た
。

凹
凸
■
則
■
Ｌ
Ｐ
日

8１

１

九
月
二
十
九
日
午
後
二
時
よ

②
九
月
十
八
日
東
海
三
晃
会

叫
愛
板
九
月
一
日
号
に
名
古

⑧
九
月
二
十
一
日
東
山
会
館

岬
品
常
務
理
事
会
開
く

畑
９
叩

州
即
》
各
専
門
委
員
会
の
報
生
ロ
を
了
承

司剛I,‘IⅢ1１１．

９
伊・quHl･01皿

合
よ
り
組
合
員
一
人
当
り
一
本

少
い
の
で
県
板
で
は
一
会
場
を

定
し
ま
し
た
。

板
と
し
て
八
神
、
水
谷
、
榊
原

中
央
会
愛
知
大
会
（
皿
月
Ⅳ
日
）

事
の
病
気
の
お
見
舞
を
し
ま
し

品
と
し
て
保
存
し
て
下
さ
い
と

次
回
の
理
事
会
に
各
理
事
さ
ん

以
上
三
常
務
理
事
の
受
賞
を
決

合
員
名
簿
の
経
過
報
告
及
び
第

に
て
表
彰
者
の
要
請
が
あ
り
県

ま
し
た
の
で
再
印
刷
し
ま
し
た

を
目
標
に
し
て
別
表
の
コ
ー
ス

は
日
本
旅
行
の
三
泊
四
日
、

調
回
全
国
大
会
は
県
板
と
し
て

日
）
杉
浦
委
員
長
さ
ん
よ
り
組

Ｆ
」
Ｃ

シ
Ｉ の

事
で
し
た
。

に
配
布
し
ま
す
の
で
支
部
の
備

台
四
五
名
と
し
て
九
十
名
参
加

⑤
定
款
が
色
々
と
変
更
さ
れ

倒
第
羽
回
、
中
小
企
業
団
体

⑥
県
板
と
し
て
清
水
常
務
理

ロ
総
務
委
員
会
（
九
月
十
八 下

半
期
の
提
案
を
検
討

副
ガ
ス
器
機
工
事
資
格
講
習

一
十
七
、
十
八
日
）
。

定
し
ま
し
た
の
で
組
合
員
の
皆

様
に
は
一
人
で
も
多
数
参
加
ざ

会
、
宮
田
委
員
長
よ
り
テ
キ
ス

組
合
事
務
所
に
て
編
集
会
議
を

及
び
一
人
当
り
費
用
概
算
を
決

行
い
ま
す
。

は
八
支
部
よ
り
あ
り
ま
せ
ん
の

れ
ま
す
様
に
御
願
い
致
し
ま
す

く
お
願
い
し
ま
す
と
の
事
で
し

卜
の
引
取
と
納
金
を
し
た
支
部

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
（
九
月

た
。 に

う
つ
り
た
い
の
で
す
が
何
分

で
早
急
に
御
願
し
て
次
の
準
備

に
県
板
よ
り
高
柳
、
山
本
両
氏

に
も
お
金
が
無
い
の
で
よ
る
し

愛

（
別
項
参
照
）

さ
れ
ま
し
た
。

○
本
単
価
算
定
表

四
事
業
委
員
会
、
検
査
委
員

①
銅
板
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
会

／
（
長
野
九
月
二
十
四
、
二
十
五

岬
日
》
常
務
理
事
会
開
く
一
二
重
鶴
よ
り
三
巻
計
八
忽
参
”

日
）
、
西
尾
支
部
よ
り
五
名
東

さ
れ
ま
し
た
。

畑
、
圃
叩

岬
即
》
各
専
門
委
員
会
の
報
告
を
了
承
回
開
く
（
九
且
一
十
一
且

③
研
削
砥
石
特
別
教
育
第
三

伽
、
妙
畑
中
産
連
ピ
ル
七
五
名
出
席

下
半
期
の
提
案
を
検
討
鋤
蕊
霊
爽
晦
中
小

企
業
等
協
同
組
合
法
第
七
四
条

九
月
一
一
十
九
日
午
後
一
一
時
よ
㈲
第
羽
回
、
中
小
企
業
団
体
及
び
一
人
当
り
費
用
概
算
を
決
②
ガ
ス
器
儀
工
事
資
格
講
習
愛
知
県
中
央
会
青
木
指
導

り
常
務
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し
中
央
会
愛
知
大
会
（
皿
月
Ⅳ
日
）
定
し
ま
し
た
の
で
組
合
員
の
皆
希
望
者
は
九
月
二
十
日
締
切
り
第
二
課
長
外
一
名

た
。
樽
井
副
理
事
長
の
開
会
の
に
て
表
彰
者
の
要
請
が
あ
り
県
様
に
は
一
人
で
も
多
数
参
加
さ
ま
し
た
。
各
支
郁
よ
り
申
込
者
監
査
項
目

辞
に
つ
づ
き
日
比
野
理
事
長
の
板
と
し
て
八
神
、
水
谷
、
榊
原
れ
ま
す
様
に
御
願
い
致
し
ま
す
は
六
十
一
名
で
し
た
の
で
早
速
○
組
織
管
理

挨
拶
が
あ
り
理
事
長
さ
ん
を
議
以
上
三
常
務
理
事
の
受
賞
を
決
（
別
項
参
照
）

全
板
連
に
報
し
ま
し
た
が
事
務
・
定
款
変
更
の
必
要
の
あ
り

長
に
細
部
に
つ
い
て
は
鈴
木
享
定
し
ま
し
た
。

㈲
広
報
委
員
会
は
十
月
五
日
局
長
さ
ん
の
話
し
で
は
人
数
が
（
総
代
数
の
増
員
の
こ
と
）

務
局
長
に
御
願
し
て
議
事
に
は
⑤
定
款
が
色
々
と
変
更
さ
れ
組
合
事
務
所
に
て
編
集
会
議
を
少
い
の
で
県
仮
で
は
一
会
場
を
。
議
事
録
等
の
適
正
管
理

い
り
ま
し
た
。

ま
し
た
の
で
再
印
刷
し
ま
し
た
行
い
ま
す
。

も
つ
事
は
出
来
な
い
の
で
他
の
・
登
記
処
理

議
事
Ｈ
理
事
長
報
告
次
回
の
理
事
会
に
各
理
事
さ
ん
口
事
業
委
員
会
、
検
査
委
員
会
場
で
受
講
し
て
も
ら
う
事
に
・
加
入
、
脱
退
者
の
適
正
処
理

仙
愛
板
九
月
一
日
号
に
名
古
に
配
布
し
ま
す
の
で
支
部
の
備
会
、
宮
田
委
員
長
よ
り
テ
キ
ス
な
る
だ
ろ
う
と
の
事
で
し
た
。
。
規
約
、
規
程
の
設
定

屋
市
中
村
区
よ
り
十
六
名
の
析
品
と
し
て
保
存
し
て
下
さ
い
と
卜
の
引
取
と
納
金
を
し
た
支
部
㈲
厚
生
委
員
会
よ
り
建
保
組
・
役
員
の
指
導
力
の
考
査

加
入
を
紹
介
し
ま
し
た
が
あ
ら
の
事
で
し
た
。

は
八
支
部
よ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
合
よ
り
組
合
員
一
人
当
り
一
本
○
事
業

た
め
て
中
村
支
部
結
成
準
備
会
⑥
県
板
と
し
て
清
水
常
務
理
で
早
急
に
御
願
し
て
次
の
準
備
ず
つ
記
念
品
（
体
温
計
）
が
来
・
事
業
計
画
の
推
進

に
出
席
し
奥
井
信
一
氏
を
支
部
事
の
病
気
の
お
見
舞
を
し
ま
し
に
う
つ
り
た
い
の
で
す
が
何
分
て
居
ま
す
の
で
後
程
配
布
致
し
○
会
計
税
務

長
に
選
出
し
ま
し
た
。
た
。

に
も
お
金
が
無
い
の
で
よ
る
し
ま
す
の
で
御
願
い
致
し
ま
す
。
。
組
合
経
理
基
準
の
活
用
状
況

②
九
月
十
八
日
東
海
三
晃
会
㈲
総
務
委
員
会
（
九
月
十
八
く
お
願
い
し
ま
す
と
の
事
で
し
㈲
青
年
部

・
経
理
処
理
の
明
確
化
（
８
月

⑩
青
年
部
一
泊
研
修
九
月
十
別
日
現
在
決
算
書
提
出
）

代
議
員
総
会
に
日
比
野
理
事
長
且
杉
浦
委
員
長
さ
ん
よ
り
組
た
。

合
員
名
簿
の
経
過
報
告
及
び
第
国
指
導
委
員
会
三
日
十
四
日
参
加
者
二
十
一
名
答
池
註
蔀
詞
礼
歴
端
輝
筆
畷
砺

出
席
。

鉢
都
翻
僻
秀
叶
手
帥
》
榊
峠
識
一
》
岬
》
》
唾
》
》
》
《
》
軒
下
一
群
》
》
睦
瑚
》
珂
俸
仙
雪
》
遅
嘩
》
》
》
》
》
》
部
研
修
会
》
醒
評
調
龍
唖
奉
歴
嬬
璃
理
圭

㈹
そ
の
他

以
上
議
事
を
終
り
高
柳
副
理

し
た
。

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話(732)-1226

発行広報委員会

（
総
代
数
の
増
員
の
こ
と
）

⑧
研
削
砥
石
特
別
教
育
第
三

監
査
項
目

全＝弓弔宰霜舌ＩＤ＝

全
板
連
に
報
し
ま
し
た
が
事
務

希
望
者
は
九
月
二
十
日
締
切
り

会
場
で
受
講
し
て
も
ら
う
事
に

局
長
さ
ん
の
話
し
で
は
人
数
が

㈹
事
務
局
報
告

第
二
課
長
外
一
名

は
六
十
一
名
で
し
た
の
で
早
速

ま
し
た
。
各
支
郁
よ
り
申
込
者

知
多
支
部
担
当

ず
つ
記
念
品
（
体
温
計
）
が
来

な
る
だ
ろ
う
と
の
事
で
し
た
。

も
つ
事
は
出
来
な
い
の
で
仙
信
の

三
日
十
四
日
参
加
者
二
十
一
名

ま
す
の
で
御
頼
い
致
し
ま
す
。

て
居
ま
す
の
で
後
程
配
布
致
し

、
規
約
、
規
程
の
設
定

○
積
算
と
経
営

組
合
監
査
指
導
実
施
、
中
小

②
全
板
連
青
年
部
研
修
会

山
青
年
部
一
泊
研
修
九
月
十

㈲
青
年
部

㈲
厚
生
一
安
員
会
よ
り
建
保
組

（
長
野
九
月
二
十
四
、
二
十
五

愛
知
県
中
央
会
青
木
指
導

企
業
等
協
同
組
合
法
第
七
四
条

回
開
く
（
九
月
二
十
一
日
）

中
産
連
ビ
ル
七
五
名
出
席

愛知県

板金エ業組合

三
支
部
よ
り
三
名
計
八
名
参
加

日
）
、
西
尾
支
部
よ
り
五
名
東

○
会
計
税
務

・
組
合
経
理
基
準
の
活
用
状
況

・
経
理
処
理
の
明
確
化
（
８
月

別
日
現
在
決
算
書
提
出
）

以
上
に
対
し
盛
ん
な
質
疑
応

答
が
行
な
わ
れ
旧
時
散
会
し
た

㈹
そ
の
他

以
上
議
事
を
終
り
高
柳
副
理

事
長
の
閉
会
の
辞
で
常
務
理
事

会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

○
組
織
管
理

○
吉
手
坐
禿

、
登
記
処
理

。
議
事
録
等
の
適
正
管
理

。
定
款
変
更
の
必
要
の
あ
ｈ

．
加
入
、
悦
退
者
の
適
正
処
理

。
事
業
計
画
の
准
進

、
役
員
の
指
導
力
の
考
査

鉄
骨
建
築
に
…

嘉
士
液
ラ
ス
シ
ー
ト

蝶
蕊
雪
’
雲
し
Ⅲ
拳

名
古
屋
営
業
所
霊
（
唖
）
○
四
四
一

総
務
委
員
会
開
く

▼
組
合
員
名
簿
の
こ
と

▽
全
国
大
会
に
参
加
し
よ
う

ｌ
卵
人
目
標
、

日
本
旅
行
。
コ
ー
ス
決
る

愛
板
・
総
務
委
員
会
（
委
員
一
道
の
道
立
共
進
産
業
会
館
で
開

長
杉
浦
武
Ⅱ
常
務
理
事
Ⅱ
）
は
雫
一
か
れ
る
が
、
こ
の
大
会
に
参
加

鋤
謹
野
趣
弱
錘
娠
塞
準
壷
率
峠
一
鋪
嘩
誕
鋤
”
樺
飛
蛙
弛
て
議
題

い
た
。
見
積
り
の
出
て
い
る
一
一
一
社
の

出
席
者
、
樽
井
担
当
副
理
事
行
程
表
を
慎
重
に
比
較
検
討
し

長
、
杉
浦
委
員
長
、
清
水
、
余
た
結
果
、
莞
泊
四
庇
、
次
の
．

語
、
正
村
、
村
松
、
松
沢
各
委
－
ス
に
よ
る
こ
と
を
採
択
し
た

貝
。
欠
席
者
橋
本
委
員
（
公
用
な
お
参
加
人
員
は
九
○
人
を
目

の
為
）
額
と
す
る
。

審
議
経
過
次
の
と
お
り
。
〈
三
泊
四
日
〉

１
、
組
合
員
名
簿
作
成
作
業
の
．
・
・
ス
Ⅱ
５
月
明
日
小
牧
・
‐
‐

こ
と
。
杉
浦
委
員
長
か
ら
次
の
一
一
千
歳
Ｉ
札
幌
市
内
観
光
‐
‐
全
国

と
お
り
報
告
が
あ
り
了
承
し
た
一
大
会
々
場
．
定
山
渓
泊
。
加
日

①
作
成
作
業
は
順
調
に
進
定
山
渓
．
小
樽
余
市
含

ん
で
い
た
が
、
終
ば
ん
に
き
て
シ
カ
ウ
イ
ス
キ
・
土
場
見
学
）

若
干
お
く
れ
て
い
る
。
広
告
の
ｉ
神
恵
内
‐
・
洞
爺
湖
（
湖
上
遊

整
理
が
以
外
に
時
間
を
食
う
ら
覧
）
烈
日
洞
爺
湖
‐
・
昭
和
新

し
い
・
何
れ
に
し
て
も
下
旬
に
一
山
Ｉ
長
万
部
大
沼
公
園
ｉ

は
お
目
見
え
す
る
。
ご
期
待
下
一
函
館
１
場
の
刺
。
翠
日
湯
の

さ
い
。
川
Ｉ
函
館
市
内
観
光
ｌ
函
館
寓

し
垣
、
塞
誕
誹
鐸
津
郷
搾
雑
珪
一
鑑
副
仙
確
冴
２
千
円
．

》
識
嘩
坐
誰
審
議
紳
準
咋
評
》
一
・
津
吟
漏
識
』
飛
鴎
蓉
葬
添
い

新
加
入
、
脱
退
を
継
続
記
録
し
一
一
徴
収
。
ま
た
今
度
か
ら
、
や
む

正
確
を
期
す
こ
と
が
出
来
ろ
。
｜
を
得
な
い
突
然
の
不
参
加
に
っ

２
、
第
羽
回
全
国
大
会
『
イ
ス
｜
浄
鐸
鋪
崎
稚
癖
壷
睡
雇
窪
郵
嘩

の
決
定
の
こ
と
。

来
年
の
全
国
大
会
は
、
北
海
』
す
る
こ
と
と
し
た
。

お
同
伴



の
悲
願
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
と
こ
こ
に
至
る
ま
で
主
役
を

演
じ
ら
れ
た
方
、
思
う
に
甘
じ

ら
れ
た
方
共
の
ご
尽
力
と
友
好

と
に
支
え
ら
れ
た
賜
も
の
で
あ

る
。
最
高
の
感
謝
と
最
大
の
祝

詞
が
あ
っ
た
。
．

つ
い
で
山
内
職
員
か
ら

①
「
全
板
国
保
」
の
制
度
、
組

織
等
に
つ
い
て

②
「
労
災
保
険
」
の
し
く
み
、

保
険
給
付
の
種
類
、
手
続
等
に

つ
い
て
の
解
説
の
あ
と
、
熱
心

な
質
疑
応
答
が
続
い
た
。

さ
ら
に
平
野
理
事
か
ら
、
新

組
合
員
の
心
構
え
と
し
て
ｌ

組
合
員
に
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
す
ぐ
に
「
タ
ナ
ボ
タ
」

は
あ
り
得
な
い
、
た
だ
情
報
が

豊
富
に
提
供
さ
れ
る
の
で
、
努

力
次
第
で
は
美
味
な
ポ
タ
モ
チ

も
入
手
出
来
よ
う
と
い
う
も
の

最
後
に
中
村
支
部
、
新
支
部
長

に
奥
井
信
一
氏
を
選
出
し
、
満

場
一
致
承
認
し
た
。

私
達
は
再
生
中
村
支
部
の
い

よ
い
よ
の
生
交
発
展
を
願
い
つ

つ
帰
途
に
つ
い
た
。
わ
た
く
し

は
今
夕
の
新
メ
ン
バ
ー
の
お
名

前
を
さ
う
締
切
の
す
ぎ
た
、
新

組
合
員
名
簿
に
何
ん
と
し
て
で

も
載
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
地
下
鉄

の
中
で
腕
組
み
し
な
が
ら
考
え

て
ぎ
（
Ｓ
）
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わ
し
、
実
数
を
計
算
し
、
現
実

に
数
字
を
算
出
す
る
。

③
工
事
監
督
及
雲
渉
外
費
に

つ
い
て
も
当
然
算
入
す
べ
き
で

あ
る
。か

く
て
絶
対
原
価
が
全
員
の

作
業
で
算
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は

効
率
的
な
勉
強
法
で
あ
る
。
各

自
が
こ
ん
ど
は
、
自
企
業
に
つ

い
て
容
易
に
〃
見
積
額
の
算

定
“
が
可
能
と
な
る
筈
で
あ
る

④
豊
田
支
部
、
奥
田
巌
氏

作
成
の
「
本
単
価
算
定
表
」
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

⑤
高
橋
碧
南
青
年
部
長
か

ら
、
第
３
回
全
板
連
青
年
部
全

国
技
能
競
技
大
会
に
お
け
る
課

題
「
飾
桝
」
の
展
開
図
と
製
品

に
つ
い
て
紹
介
と
解
説
が
あ
っ

た
。Ｉ

交
歓
会
二
時
間
を
越
す

研
修
は
き
つ
か
っ
た
。
席
ぞ
移

し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
る
。
激

し
く
変
容
す
る
事
業
環
境
下
で

同
じ
悩
み
を
持
ち
、
同
じ
立
場

に
あ
る
中
小
企
業
の
青
年
経
営

者
が
一
同
に
会
し
共
に
語
り
我

々
青
年
部
の
明
日
へ
の
躍
進
を

目
指
す
風
景
は
尊
い
も
の
で
あ

っ
た
。

第
二
日
。
海
つ
り
。
空
は
あ

く
ま
で
青
く
海
は
蒼
い
。
近
く

を
カ
モ
メ
が
と
び
か
い
舗
遠
く

に
に
巨
大
な
タ
ン
カ
ー
が
浮
ん

で
い
る
。
高
い
屋
根
の
上
の
勇

者
も
、
海
の
上
で
の
小
舟
に
は

弱
い
ら
し
い
。
昨
夜
の
大
き
な

収
穫
に
対
し
今
朝
の
エ
モ
ノ
は

お
世
辞
の
言
葉
も
な
い
。
悪
戦

苦
斗
の
絵
巻
物
は
山
本
広
報
委

員
に
譲
っ
て
次
回
と
す
る
。

絶対原価の算出に熱のはいる愛板青年部一泊研修会

憲薫議瀞

中
村
支
部
結
成
準
備
会
は
、

九
月
九
日
元
中
村
町
の
、
一
’
美

代
」
で
開
か
れ
た
。
出
席
者
は

次
の
と
お
り
。

⑥
中
村
支
部
！
‐
平
野
西
支
部
長

（
愛
板
理
事
）
柴
田
幹
雄
氏

以
下
メ
ン
バ
ー
・
エ
レ
ク
ト

旧
名

、
事
務
局
Ｉ
日
比
野
理
事
長
、

八
神
常
務
理
事
、
山
内
、
鈴

木
両
職
員

③
世
話
役
‐
Ｉ
株
式
会
社
池
田
商

・
店
営
業
部
副
長
沢
田
勉
氏
外

．
一
二
名
参
加
。
粗
末
な
四
角

テ
ー
ブ
ル
二
個
、
丸
テ
ー
ブ
ル

二
個
ず
つ
を
並
べ
合
せ
畳
の
上

で
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
各
人
位
置

す
る
。
沖
で
は
カ
モ
メ
が
飛
び

気
笛
が
と
き
ど
き
聞
え
る
。
す

こ
ぶ
る
古
風
で
あ
る
。
昔
の
寺

小
屋
式
風
情
を
か
も
す
。

毎
日
の
作
業
の
か
た
わ
ら
、

苦
心
し
て
集
め
た
資
料
が
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
さ
れ
一
冊
に
フ
ァ
イ
ル

さ
れ
た
い
わ
ば
、
自
作
、
非
売

品
の
テ
キ
ス
ト
が
配
ら
れ
る
。

中
村
支
部
再
結
成
準
備
会
開
く

新
支
部
長
に
奥
井
信
一
氏
を
選
出

事唾

一
名

開
会
の
こ
と
ば
を
沢
田
副
長

が
の
べ
、
平
野
理
事
か
ら
は
、

中
村
支
部
再
誕
生
ま
で
の
き
び

し
か
っ
た
経
過
報
告
が
詳
細
に

述
べ
ら
れ
た
。
つ
い
で
、
日
比

野
理
事
長
、
八
神
常
務
理
事
、

鈴
木
職
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

総
括
的
に
い
え
ば
－
今
日
の

こ
の
日
が
い
か
に
長
か
っ
た
こ

と
か
。
今
回
の
こ
と
は
、
愛
知

県
板
あ
げ
て
の
長
い
な
が
い
間

経過報告をする平野理事（西支部。支部長）

鍵

Ｉ
（
社
）
日
本
長
尺
金
属
工
業

会
発
行
「
日
長
金
」
第
二
九

号
記
事
〃
住
宅
講
習
会
に
み
る

金
属
屋
根
の
現
況
と
将
来
″
に

つ
い
て
を
資
料
と
し
認
高
柳
部

長
か
ら
解
説
が
は
じ
ま
る
。

①
総
論
に
お
い
て
は
、
原

価
計
算
に
当
る
と
き
蹄
企
業
運

営
の
た
め
の
間
接
費
を
算
入
す

る
こ
と
を
強
調
。

②
加
工
費
に
お
い
て
は
、

労
務
費
、
交
通
費
に
つ
い
て
、

実
状
に
立
脚
し
つ
つ
意
見
を
交

：

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
青
年

部
（
部
長
高
柳
一
男
氏
・
部
員

三
四
九
名
）
は
い
ま
だ
発
足
二

年
で
日
浅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

真
剣
な
研
究
活
動
と
活
発
な
研

修
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
自
発
的
な
技
術
練
磨
の

実
習
会
、
激
動
す
る
内
外
経
済

情
勢
に
対
す
る
研
修
会
へ
の
対

応
は
驚
異
的
で
す
ら
あ
る
。

今
般
左
記
に
よ
り
「
一
泊
研

修
会
」
を
企
画
し
た
。
会
費
一

人
審
一
三
、
○
○
○
は
当
然
自

己
負
担
だ
か
ら
、
知
識
の
吸
収

欲
は
貧
欲
で
さ
え
あ
る
。

企
画
概
要

１
、
開
催
日
昭
和
弱
年
９
月

過
日
（
土
）
、

哩
日
（
日
）

２
、
参
加
定
員
二
○
名
（
各

支
部
二
名
ず
つ

に
制
限
）

３
、
宿
舎
南
知
多
師
崎
「

新
喜
楽
」
電
話

○
五
六
九
’
六

三
ｌ
ｏ
○
一
六

４
，
行
程
研
修
会
Ⅳ
。
？
０

０
１
廻
・
０
０

交
歓
会
廻
。
０

０
１

海
つ
り
Ｍ
日
爺

６
．
０
０
１
ｍ

●
０
０

愛
板
青
年
部
一
泊
研
修
会
開
く

・
精
鋭
二
十
名
、
畳
の
上
、
車
座
の
研
鎖
は

寺
小
屋
の
き
び
し
さ
に
似
る蕊

議蕊識

板

騨蕊…蕊蕊

篭鵜

譲蕊蕊舞

：



宝
《
し
た
が
、
・
着
色
の
実
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等
々
話
の
、
や
り
と
り
す
る

第
３
回
全
板
連
青
年
部
技
能

－

り
１
名
な
い
し
２
名
の
選
手
が

愛
知
県
の
代
表
選
手
を
決
定
す

岐
阜
で
開
か
れ
る
に
あ
た
り
、

競
技
大
会
が
師
年
２
月
聖
日
に

る
た
め
に
、
各
青
年
部
支
部
し
．
｛

着
い
た
。

う
ち
〃
こ
だ
室
″
は
豊
橋
駅
に

氏
に
御
意
見
を
頂
き
、
講
師
と

、
ｃ
ｏ
Ｑ
ｃ
ｐ
Ｃ

し
て
も
力
添
え
を
頂
き
た
い
．
．
．

実
技
指
導
を
盛
込
等
、
愛
板
内

●
由
テ
ー
マ
ー
を
決
め
て
実
技
、

充
実
を
計
り
、
こ
の
他
に
、
自

必
要
に
応
じ
た
肉
付
を
し
て
、

重
等
と
の
共
同
歩
調
を
と
り
、

の
専
門
的
経
験
の
深
い
先
輩
諸

容
に
つ
い
て
、
全
板
の
テ
キ
ス

が
、
似
か
よ
っ
た
、
静
岡
齢
三

た
様
な
、
事
柄
か
ら
気
候
条
件

ト
を
叩
台
に
し
て
、
前
に
の
べ

び
役
物
に
つ
い
て
の
、
講
習
内

は
な
い
と
し
て
、
構
法
標
準
に

銅
セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
が
行
う

画
に
次
の
様
に
考
え
ま
す
。

実
感
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

つ
い
て
、
住
宅
用
一
文
字
葺
及

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
問
題

を
行
っ
て
頂
き
た
か
っ
た
の
が計

一
挙
行
莞
江
津
誹
溶
癌
毛
”
嘩
函

実
感
と
し
て
残
り
ま
し
た
。

今
後
県
板
と
し
て
講
習
会
計

画
に
次
の
様
に
考
え
ま
す
。

銅
板
の
諸
特
性
に
つ
い
て
は

銅
セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
が
行
弓

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
問
顧

は
な
い
と
し
て
、
構
法
標
準
に

つ
い
て
、
住
宅
用
一
文
字
葺
乃

び
役
物
に
つ
い
て
の
、
講
習
内

容
に
つ
い
て
、
全
板
の
テ
キ
ス

ト
を
叩
台
に
し
て
、
前
に
の
べ

た
様
な
、
事
柄
か
ら
気
候
条
件

が
、
似
か
よ
っ
た
、
静
岡
齢
三

重
等
と
の
共
同
歩
調
を
と
り
、

必
要
に
応
じ
た
肉
付
を
し
て
、

充
実
を
計
り
、
こ
の
他
に
、
自

由
テ
ー
マ
ー
を
決
め
て
実
技
、

実
技
指
導
を
盛
込
等
、
愛
板
内

の
専
門
的
経
験
の
深
い
先
輩
諸

氏
に
御
意
見
を
頂
き
、
講
師
と

し
て
も
力
添
え
を
頂
き
た
い
．
：

Ｄ
ｃ
Ｄ
・
ｃ
ｏ
ｏ

等
々
話
の
、
や
り
と
り
す
る

う
ち
〃
こ
だ
室
〃
は
豊
橋
駅
に

着
い
た
。

一
月
年
部
の

お
知
ら
せ

第
３
回
全
板
連
青
年
部
技
能

競
技
大
会
が
弱
年
２
月
聖
日
に

岐
阜
で
開
か
れ
る
に
あ
た
り
、

麦
知
県
の
代
表
選
手
を
決
定
す

る
た
め
に
、
各
青
年
部
支
部
よ

り
１
名
な
い
し
２
名
の
選
手
が

采
ま
り
県
内
予
選
を
Ⅱ
月
９
日

に
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
一

札
に
先
だ
ち
青
年
部
員
全
員
が

却爵鍔鑓

青
年
部
の

お
知
ら
せ

今
後
県
板
と
し
て
講
習
会

銅
板
の
諸
特
性
に
つ
い
て
は

り
県
内
予
選
を
Ⅱ
月
９
日

に
な
り
ま
し
た
。
そ

固定式ベンチレーターＤ型
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屋上換気扇ＳＶＦ型

Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
＃
＃

住
宅
用
銅
屋
根
標
準
構
法

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

全
日
・
本
・
坂
金
工
業
組
合
連
合
一
感
想
と
し
て
ば
、
銅
坂
の
特
性

会
、
社
団
法
人
Ｒ
本
銅
セ
ン
タ
に
つ
い
て
も
、
材
料
●
口
学
的
詞
．

‐
‐
の
頓
催
に
よ
る
、
住
宅
用
銅
一
容
や
変
色
・
腐
食
・
防
食
に
、

屋
根
標
準
構
法
の
講
習
会
が
聯
つ
い
て
の
講
鑑
で
し
た
が
、
我

九
月
，
Ｔ
七
、
十
八
日
に
、
東
京
衣
が
Ｒ
頃
疑
問
種
患
っ
て
い
る

葵
会
館
に
於
て
、
全
国
各
県
建
・
一
銅
製
巻
樋
の
穴
開
の
問
題
、
詞

り
一
一
１
一
名
の
受
難
者
を
集
め
屋
根
の
着
色
等
に
つ
い
て
〆
．
．

行
な
わ
れ
た
。
カ
ー
，
側
も
、
研
究
中
で
、
明
解

帝
》
》
一
酔
謁
》
一
》
一
》
》
｜
｜
毒
一
一
悟
轟
課
》
》
砕
轟
雪
》

》
蹄
》
帳
得
》
》
蕪
》
》
》
》
｜
雷
嘩
峰
俳
》
》
権
》
掲
諮
麺
》
岬

Ｉ
フ
講
師
と
し
て
活
謡
を
さ
れ
舞
に
関
す
る
紬
り
に
付
い
て
も

た
、
青
罪
部
長
・
高
柳
一
男
氏
一
講
師
の
先
雀
の
経
談
に
よ
る
と

と
小
生
の
一
一
名
が
参
加
致
し
京
こ
ろ
が
多
く
、
説
得
必
の
弱
い

し
た
。
｜
内
容
で
、
我
我
が
県
の
講
習
会

第
一
副
Ｈ
催
、
開
講
の
あ
い
を
構
う
に
つ
い
一
』
、
資
料
と
し

き
つ
に
続
き
、
事
務
局
よ
り
聯
て
、
必
ず
し
も
、
満
足
の
ゆ
く

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
即
、
も
の
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
恩

講
義
に
入
っ
た
、
内
容
と
次
第
わ
れ
る
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の

は
次
の
通
り
。
状
件
に
大
差
も
あ
り
、
積
雪
や

一
、
銅
板
の
諸
特
性
標
準
簿
凍
結
に
よ
る
変
化
や
、
風
雨
の
一

法
作
成
委
貝
・
谷
出
亘
氏
、
建
強
い
地
方
、
建
物
の
形
状
腫
よ
一

設
省
建
築
研
究
所
・
室
田
達
郎
る
状
態
な
ど
、
》
様
で
な
い
拳
一

氏準
蚕
推
》
銅
》
》
》
一
》
》
謝
峠
一
帰
一
《
》
垂
引
戸
却
匪
弓
一
一

石
此
尭
室
田
達
郎
氏
一
わ
れ
た
。

が
あ
っ
た
。

（
挿
稚
穆
零
が
”
鐸
侭
彬
帰
一
畑
一
着
鐸
蓉
嘘
諦
謡
鋤
坤
唯
誰
齢
鈍
一

で
担
日
目
の
日
程
を
終
え
た
。
｜
そ
の
度
合
順
に
五
霞
類
程
展
示
．

課
題
作
品
に
挑
み
心
そ
の
中
か

。
③

ら
真
の
代
表
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手
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選
ば
れ
る

一
様
に
青
年
部
諸
君
の
奮
起
を
期

待
し
ま
す
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新
加
入
者
紹
介

次
の
方
々
が
加
入
さ
れ
ま
し

た
。

竹
内
広
幸

高
木
正
雄

渡
辺
多
賀
夫

菅
原
康
晃

計
報

知
多
支
部

津
島
支
部

中
村
支
部

岡
崎
支
部

加
藤
せ
き
さ
ん
（
岡
崎
支
部

加
藤
準
一
氏
母
）
は
か
ね
て
よ

り
病
気
療
菱
中
の
と
こ
ろ
八
月

一
一
十
四
日
死
去
さ
れ
ま
し
だ
。

謹
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
ｏ
瞳
げ
室
す
。

鉄鋼・建 篇・種核

錘う蕊謹建職童会蕊
本社半田市港麺３－ＩＤＯ鯉(05ｓﾖO2L53m網

名古屋避粟所計翫萱屋7壷区丸野2-55匹CO唾)502銅８１㈹

塗合センター半径I市港町３－１００五①a39ﾘ2IF-535m鯛

蒔三和式ベンチレーター

三和式ベンチレーター(株）嘉霞業窯纂蔦譲鞠霊捌制謀駕"）

屋上換気扇ＳＶＦ型 屋上換気扇ＳＶＣ型〔アルミ製〕

一驚
固定式ベンチレーターＤ型

霧
籍蓉

蕊i蕊蕊



５月２１日

板第１３６号 〔４〕昭和55年１０月１日

湯 の 川

神恵内＝一一一二５月20日

この計画は55年９月29日現在のスケジニールです。運輸機関のダイヤ改正、各地の道路状況等により、多少行程が変更にな

る場合があります。

定山渓

５月22日

！

一
・
’

全国板金業者大会参加コース３泊４日

札幌市内観光
１０：３０

(大通り公園、大倉シャンツニ他）

ＡＮＡ

’
札幌空港
９：１５

名古屋牢港
７：４５

全仮大会一二－
１３：００

５月１９日 定山渓

特一長

===一洞爺湖（湖上遊覧）

低〃Ｚｚ咽口ZZZ〃Z喝励ZzE妬晒唱必ZZ届品勿塞7〃〃Z〃Z〃ZZz"f"勿勿'〃〃〃勿勿秘勿Z〃〃ﾘｶ勿移Z秘ZZZz勿啄勿勿Z〃〃勿勿〃Z〃〃〃"勿勿勿勿〃Z勿移勿勿移勿Z""Z〃

－－一一－二二

洞 爺湖 ＝－－昭和新山

小樽==＝＝=余市（ニッカウイスキーエ場見学）

函館空港
１２：1５

'名古屋空港
１３：４５

湯の 川
１０：００

七コ

;乞い〃Z妬〃”Z〃Z〃?？ZのZ〃ｼZJZぬり

函館市内観光
１１：００

彩勿鰯勿勿勿〃〃〃〃ﾘ勿勿f〃〃Z〃勿勿ff〃ff〃"f〃Z〃〃傷啄勿"勿秘勿勿勿勿f〃”

愛

長万部一大沼公園 函館市

乃拡〃Z〃Z〃２月妬み?挽鰯巧晶E"Z忽虎妬必

Ａ ＮＡ

iＩ
建築･板金･吹付塗装用……エアーホース巻取機

｡5両逓言叩候爆g気＆
|使用工具例僑菱雲雲謹蕊雲謹認．｜
建築・根金用……タッカー、ネイラー、ダスター、其の他

塗装・吹付用･･･…スプレーガン、リシン、タイル吹付

慧金・塾蔑用．｡…･タツカー、ネイラー、ダスター、其の他

タガネ、サンターー、グラインダーポリシャー
､士雪秘＊虻１弾冒冠零垂ユー霧葡惹矛

⑳待ちj運びがラグラク

②空廻りしない
⑳スムーズな巻取

“軽くて丈夫なヒット
ホース

③ コ ン プ レッサーの取
手に引っかけれる

⑬ホースがきれいに巻
ける

御用命は下記へ

蟻他に3分(8.5×12§)のﾎー ｽのみがあり毒す東京日釘株式会社名古屋営業所
耐圧ホースで世界に奉仕…..．名古屋市中村区蔀古野一丁目43番5号

軸騒（052）５７１－７１５８～９番

捺式会社員訪韓鑑』震謹睡黒調ｻー ピｽ趣ﾝター寅京.夫電名言墨瀧同

タイプ

6.5×10メ

6.5ｘ１０ｊ

14輪/pf以下

14粒/pf以下

141,／ﾛ以下

ホース長さ

溌牙寺長蝿溺


